
未
来
へ
と 

ぼ
く
ら
が
つ
な
ぐ 

下
水
道

９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」

　
公
共
下
水
道
や
農
業
・
漁
業
集
落
排
水

施
設
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
区
域
の
う
ち
、
概
ね
９
割
が

接
続
を
終
え
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
）
。
一

方
で
、
ま
だ
約
５
，２
０
０
世
帯
が
下
水
道

へ
接
続
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
を
そ
の
ま
ま

流
す
こ
と
は
、
河
川
や
湖
、
海
の
水
質
汚

染
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
近
所
の

排
水
路
の
悪
臭
の
原
因
に
な
り
、
生
活
環

境
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
ら
、
速
や
か
に

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
、
市
が
指
定

し
て
い
る
業
者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
接
続
工
事
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
、

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
設
け
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
の
際
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
下
水
道
へ
の
異
物
の
流
入
に
よ
る
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の
故
障
や
、
油
に
よ
る
下

水
道
管
の
詰
ま
り
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
故
障
や
詰
ま
り
が
発
生
す
る
と
、
汚
水

が
流
れ
な
く
な
り
ま
す
。

◆
台
所
で
は
・
・
・

　
油
や
野
菜
く
ず
、残
飯
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。ま

た
、残
っ
た
油
は
、キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
ふ
き
取

り
、燃
え
る
ご
み
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

下
水
道
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

◆
ト
イ
レ
で
は
・
・
・

　
流
す
こ
と
が
で
き

る
の
は
、ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
だ
け
で
す
。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、

紙
お
む
つ
、生
理
用
品
、ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、ペッ
ト
用
ト
イ
レ
砂
な
ど
は
水
に
溶

け
な
い
た
め
、絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

◆
マ
ン
ホ
ー
ル
や
公
共
ま
す
に
異
常
が

　あ
っ
た
ら
・
・
・

　
市
で
は
、
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
マ
ン
ホ
ー
ル
や

公
共
ま
す
が
壊
れ
て
い
る
な
ど
異
常
を

発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
市
へ
の
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
浄
化
槽
は
、
維
持
管
理
を
適
切
に
行
わ

な
い
と
、
放
流
水
の
水
質
が
悪
化
し
た

り
、
悪
臭
が
発
生
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
、
生
活
環
境
を
悪
く
す
る
原
因
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
は
、
浄
化
槽
法
に
基
づ
い
て
、

定
期
的
な
保
守
点
検
と
清
掃
、
そ
し
て
年

１
回
の
定
期
検
査
を
受
検
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理

さ
れ
た
場
合
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
交
付
す
る
期
間

　
　
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
た
翌
年
度
か
ら
、

下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
間

◆
補
助
金
の
交
付
要
件

　
　
前
年
度
に
法
定
検
査
を
受
検
し
、
当

年
度
に
保
守
点
検
と
清
掃
を
行
う
こ
と

◆
補
助
金
額

　
　
１
基
あ
た
り
年
間

　
　
１
万
５
千
円
を
限
度

下水道についてのおたずね
●下水道管理課
●下水道建設課

●平田上下水道事務所
●河南上下水道事務所
●斐川下水道事務所

☎２１-２２５４※
☎２１-２２２７※

 　

☎６３-５５４１ 　
☎４３-１２１１ 　
☎７３-９１３０ 　

※夜間・休日の緊急時は、
　上下水道局当直（☎２１-３５１１）に
　連絡してください。

「
平
成
30
年
度 

下
水
道
推
進
標
語
」

出雲市の下水道の
処理人口と接続率

0 80000

83.4%

■接続
■未接続

85.4%

88.2%

100000 120000
（人）

（年度末）
H23

H26

H29

浄
化
槽
の
適
正
な

　維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

個
人
で
設
置
さ
れ
た
合
併
処
理
浄
化
槽

に
は
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
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ごみ出しおたすけアプリ出雲市版 

さんあ～る
for iPhone　for Android

検 索出雲エコなび

発行：環境施設課

http://izumo-econavi.com

古着・バッグを回収します !
ごみの減量化とリユース推進のため、古着・バッグの回収を実施します。
分類や出し方に条件があるため、中身や状態を確認のうえ回収します。

※どの回収場所へ持ち込まれても構いません。他地域の方も持ち込みができます。

※ハンガーやクリーニングの袋等は外してください。

9月30日（日）  ９：００～１０：００　平田支所駐車場
１１：００～１2：００　湖陵支所駐車場

１3：３０～14：３０　大社支所駐車場
15：１５～16：１５　佐田支所駐車場

●開設日時：毎週土・日曜日　8：30～17：00
　※他地域の方も持ち込みができます。
　※年末年始など開設しない場合があります。

※拠点回収に持ち込みできるのは古着のみです。カバンの持ち込みはできません。

回収日時 回収場所と

回収条件（古着・バッグ共通）

【衣   類】トレーナー（スウェット）、セーター、シャツ類（Ｔシャツ、ポロシャツ、ブラウス等）、ジャケット、コート、
ジャンパー、スーツ、スポーツウェア、スラックス、ジーンズ、スカート、ワンピース、子ども服　など

【バッグ】ショルダーバッグ、ボストンバッグ、ハンドバッグ、クラッチバッグ、リュックサック、
セカンドバッグ、ブリーフケース、ボディバッグ

拠点回収について

回収する古着・バッグの種類

斐川支所及び斐川地域各コミュニティセンターの
リサイクルステーション

●回収日時：月曜日～金曜日　8：30～17：15
　※多伎地域の方のみ持ち込みできます。
　※年末年始・祝日は回収しません。

多伎コミュニティセンター窓口

※古着は、必ず破れにくい透明なビニール袋に入れて回収場所へお持ちください。

① 洗濯（クリーニングを含む）してあるもの。（古着のみ）
② 汚れ（シミ等）や変色がないもの。
③ 擦り切れた部分や穴の開いた部分、
　 また、補修跡等がないもの。
④ ファスナーがきちんと開閉するもの。

⑤ ボタン等の欠落がなく、また、縫付等の部分に
　 緩みがないもの。
⑥ ポケット等に私物が残っていないもの。
⑦ 名前の入っていないもの。
※上記の条件を満たさないものはお引き取りできません。

回

　収

し
ま
す

【衣   類】ハギレ、作業服、和服・着物、下着類、ふとん類、カーテン、カーペット、学生服、武道着、くつ、ベルト、
クッション、トイレカバー、靴下、耳あて、帽子類、ガウン、スキーウェア、つなぎ、カッパ、白衣、
座布団カバー、野球のユニフォーム、雨合羽、ゴム製品　など

【バッグ】スーツケース、キャリーバッグ、ゴルフバッグ、エコバッグ、化粧ポーチ、綿や麻の布製バッグ、巾着袋、
紙製バッグ、手づくりバッグ

回

　収

し
ま
せ
ん

「ごみの分別方法に悩んだり、収集日を忘れることはありませんか？」
ごみ出しおたすけアプリ「さんあ～る」は、分別方法を手軽に検索したり、
ごみの収集日をお知らせする機能がついたアプリです。ぜひ、ご利用ください。

アプリの利用料は無料です。
ただし、通信料は必要です。


